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当校では 1982年より「生涯体育に視点おいた授業実践」に取り組んできた。「｛本育の学び方を学ばせ，
体育・スポーツの生活化」を目指し，「自ら学び， 自ら考え」， 自己を成長させていく 「自己教育力」の
育成をねらいとして実践してきた。今回の授業では，高校で初めて取り組む三段跳びを， どのように取
り組むか考え，知識，思考・判断に力を入れるつもりで三段跳びの歴史，記録・技術の変遷を学習する
ことが生徒の興味• 関心を高め，意欲を持ち，口段跳びを思考し工夫する授業にできないかと考えた。
1 . はじめに
学習指導要領では，陸上競技の目標は(1)技能につい
て，『次の運動について，記録の向上や競争の楽しさや
喜びを味わい，各種目特有の技能を高めることができる
ようにする。そして，三段跳びでは，「短い助走からリ
ズミカルに連続して跳ぶこと」をねらいとしている。「短
い助走Jとは，踏み切りに余裕をもって移ることができ
る10-20m程度の距離の助走のことである。「リズミカ
ルに連続して」とは，「ホップ—ステップ—ジャンプ」
の連続する 3回のジャンプのバランスを保ち， リズムよ
く跳ぶことである。』 (2)態度は『陸上競技に主体的に取
り組むとともに，勝敗などを冷静に受け止め，ルールや
マナーを大切にしようとすること，役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとすること，合意形成に貢献
しようとすることなどや，健康• 安全を確保することが
できるようにする。』 (3)知識，思考・判断として『技術
の名称や行い方，体力の高め方，課題解決の方法，競技
会の仕方などを理解し，自己や仲間の課題に応じた運動
を継続するための取り組み方を工夫できるようにずる。』
とある。
生徒にとって陸上競技の授業は，結果が記録としては
っきりとあらわれるので，好き嫌いがでやすい。個が自
身の成長（変化）に目を向け，意欲を持ち続けるために
は，思考・エ夫が継続されるよう，学習目的，学習内容
を準備して，活発な学習活動を継続できるようにしなけ
ればならないと考える。
当校では， 1981年より 6ヵ年一貫教育として運動領域
や種目を効果的に取り入れ，系統だてて実践してきた。
その中で陸上競技について，男子では，中学 1年短距離
走・リレー，中学 2 年短距離走• 走り幅跳び，中学3年
50mハードル走，高校 1年砲丸投げ，高校2年三段跳び，
高校 3年陸上選択 (80mハードル走，砲丸投げ，三段跳
びから 2種目）を行ってきた。高校 3年の陸上選択に向
け，この高校2年では，陸上競技に対して，より興味・
関心をもたせる内容であることや生徒一人ひとりが技能
を高めるために思考・エ夫することができるような授業
にしなければならないと考える。
三段跳びで遠くまで跳躍するには，走カ・跳耀力が必
要であることは言うまでもないが，はたしてそれですべ
てが決まるであろうか，三つの連続する跳躍の結果であ
る三段跳びにはもっと複雑な要素が絡んでくると考えら
れる。右脚・左脚のバランスを考えたり，タイミングを
合わせることや，ホップ・ステップ・ジャンプの比率を
工夫することなどによって，跳躍を変化させ，記録の向
上が求められるもので，生徒にとって，興味深い教材に
なり得ると考える。これまで行ってきた三段跳びの授業
では，時間が経過してもいつまでも足がわからない，ど
うやって跳べばよいのか，これ以上伸びないといった声
が出てくることがあった。そこで，今回の授業では，三
段跳びの歴史・記録の変遷などを学習していき，自分の
右脚・左脚の特徴を捉えることから始め，体をどのよう
に使うことが合理的であるか考えることや，過去の競技
者の記録 (HSJの比率）と自分の跳躍を比較すること
などに取り組むことが，思考や工夫することにつながり，
「ホップーステップ—ジャンプ」の連続する 3 回のジャ
ンプのバランスを保ち， リズムよく跳ぶことができるよ
うになるのではないかと考えた。
2 研究のねらい
学習指導要領解説では『三段跳びは，高等学校で初め
て学習ずることとなるため，「ホップ—ステップ—ジャン
プ」の効率的な跳び方に着目ずるなどして，より遠くへ
跳んだり，競争したりする三段跳びの特性や魅力を味わ
えるよう，入学年次及びその次の年次以降での段階的な
指導を工夫することが大切である。』とある。「ホップ—
ステップ—ジャンプ」の連続する 3 回のジャンプのバラ
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